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Company Logo

ご説明の内容

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

説明 容

 目次

 １ 日本の森林について（森林の現況・木材需給）

 ２ 国有林について（現況・目的・森林林業再生）国有林 （現況 目 森林林業再 ）

 ３ 森林計画制度について（意義・仕組み・住民懇談会）

 ４ 馬淵川上流森林計画区の事業について馬淵川 流森林計画区の事業に いて

（特徴・資源の状況他）

 ５ 特徴的な取り組みについて（技術開発・森林環境教育・ ５ 特徴的な取り組みについて（技術開発 森林環境教育
民国連携）

 ６ 新計画策定について（基本的な考え方）
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● 日本の森林について

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

本 森

（百万ｍ3）

３０ 5,000
（百万ha）

●日本の森林
約2,510万ha

２５

２０

4,000

3 000

約 ,
（国土面積の７割)

2倍以上
１５

１０

3,000

2,000
●民有林

約 1,740万ha（約7割）

2倍以上

昭和２７年 平成１９年

０

５
1,000

０●国有林
昭和２７年 平成１９年

※ 昭和２７年の森林面積の統計がないので、

昭和２６年８月１日現在の数値を使用

約 770万ha（約3割）

3
森林資源量の推移
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● 木材需要量の推移

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

需要 推移

4木材需要量の推移
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● 国有林とは

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

国有

国有林野（７５８万ha）の内訳

国有林野の面積比率

1
人工林

224万ha
天然林

467万ha

その他
67万ha

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出典：林野庁第63次定性23年度国有林野事業統計署（ 平成22年）

人工林 天然林 その他
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● 国有林の目標

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

国有 標

● 目目 標標● 目目 標標
１．国土の保全その他国有林野の有する公益的機能の維持増進

２．林産物の持続的かつ計画的な供給

３．国有林野の活用による地域の産業の振興または住民の福祉の国有林野の活用による地域の産業の振興または住民の福祉の

向上への寄与

基本方針に即した管理経営基本方針に即した管理経営
１．公益重視の管理経営の⼀層の推進１．公益重視の管理経営の⼀層の推進
２．森林の流域管理システムの下での森林・林業再⽣に向けた２．森林の流域管理システムの下での森林・林業再⽣に向けた

貢献貢献
6

貢献貢献
３．国⺠の森林としての管理経営３．国⺠の森林としての管理経営 等等
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森林・林業再生に向けた国有林の取組

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

森林 林業再 国有林 取組

公益重視の管理経営を一層推進

組織・技術力・資源を活用して、林業技術の開発普及、人材育成など
民有林への指導やサポートなど我が国の森林・林業の再生に貢献
具体的な取組

民有林

具体的な取組

 低コスト化を実現する施業モデルの展開と普及
– 効率的な作業システムの推進 ・民有林における普及定着

国有林

森林共同施業団地

 林業事業体の育成
– 現地検討会による技術の向上 ・事業体の施業提案による総合評価入札

民有林と連携した施業の推進 森林共同施業団地 民有林と連携した施業の推進
－ 施業集約化支援 ・民国連携した共同施業団地

 森林・林業技術者等の育成

有林主催

森林 林業技術者等の育成
– 行政支援のためのフォレスター・プランナーの育成

 林業の低コスト化に向けた技術開発

7

国有林主催の
現地検討会
（森林作業道作設の
実演）

– コンテナ苗による造林経費の低減



Company Logo

● 森林計画の意義

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

森 義

無秩序な 森林の荒廃荒廃を招き 山崩れ山崩れや風水害による災害災害を発発無秩序な
森林の開発

森林の荒廃荒廃を招き、山崩れ山崩れや風水害による災害災害を発発
生させる原因生させる原因

森林資 を減資 を減 林産物供給林産物供給 も きな
無 計 画 な 伐 採

森林資源を減少資源を減少させ、林産物供給林産物供給の面でも大きな混混
乱をきたす乱をきたすおそれ

森林の造成には超長期の年月を要する森林の造成には超長期の年月を要する

国民経済に大きな影響国民経済に大きな影響国民経済 大きな影響国民経済 大きな影響

長期的な視点に立った長期的な視点に立った
計画的かつ適切な森林の取扱いを計画的かつ適切な森林の取扱いを

推進することが必要推進することが必要

8

推進することが必要推進することが必要
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● 森林計画の区域

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

森 域

下北計画区

東北森林管理局管内【17計画区】
●森林計画区域の設定

三八上北計画区

下北計画区

東青計画区
津軽計画区

米代川計画区

●森林計画区域の設定

農林水産大臣が

都道府県知事の意見を聞き

東北森林管理局

三八上北計画区
米代川計画区

馬淵川上流計画区
岩手北部森林管理署

都道府県知事の意見を聞き、
地勢その他の条件を勘案し、

主として流域別に都道府県の
区域を分けて定めている

子吉川計画区

雄物川計画区

久慈・閉伊川計画区

区域を分けて定めている

全国で１５８森林計画区を設定全国で１５８森林計画区を設定
子吉川計画区

北上川上流計画区

大槌・気仙川計画区

最上村山計画区

庄内計画区うち東北森林管理局管内に 大槌 気仙川計画区

北上川中流計画区

宮城北部計画区
うち岩手県内

置賜計画区

１７森林計画区

9

宮城北部計画区

宮城南部計画区

うち岩手県内に
５森林計画区
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● 森林計画の体系

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

森 体系

森林・林業基本法

政府

森林・林業基本計画

農林水産大臣

国有林野の管理経営に関する法律
森林法

即して

農林水産大臣

全国森林計画

５年ごと15年計画
農林水産大臣

農林水産大臣

国有林野の管理経営に関する

基本計画

５年ごと10年計画

調和して

森林整備保全事業計画 即して

即して

連携
民有林 国有林

都道府県知事

地域森林計画

５年ごと10年計画

森林管理局長

国有林の地域別の森林計画

５年ごと10年計画

森林管理局長

地域管理経営計画

５年ごと５年計画

森林管理局長

国有林野施業実施計画

５年ごと５年計画

連携
即して調和して

森林所有者

森林施業計画又は

市町村長

市町村森林整備計画

事業の実施

森林管理署長

適合して
適合して

地域住民の意見を聴取

10

森林施業計画又は

特定森林施業計画

市町村森林整備計画

５年ごと10年計画

森林管理署長民
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● 地域管理経営計画の主な内容

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

ⅠⅠ 管理経営に関する基本的な事項管理経営に関する基本的な事項

１ 基本方針（持続可能な森林経営の実施方向 等）１．基本方針（持続可能な森林経営の実施方向 等）

２．機能類型に応じた管理経営（地区ごとの機能類型の方向 等）

３．流域管理システムの推進（民国一体となった取組 等）

４．主要事業量（伐採総量、更新総量 等）

５．その他（地球温暖化防止、生物多様性の保全 等）

ⅡⅡ 国有林野の維持及び保存国有林野の維持及び保存ⅡⅡ 国有林野の維持及び保存国有林野の維持及び保存

１．巡視（境界の保全管理 等）

２．森林病害虫の駆除（松くい虫、ナラ枯れ対策 等）

３．特に保護を図るべき森林（保護林、緑の回廊 等）

４．その他（希少な野生動植物の保護 等）

ⅢⅢ 林産物の供給林産物の供給（木材の安定的な供給 等）ⅢⅢ 林産物の供給林産物の供給（木材の安定的な供給 等）

ⅣⅣ 国有林野の活用国有林野の活用

ⅤⅤ 公衆の保健の用に供する区域・施設公衆の保健の用に供する区域・施設

益的機能維持増進協定益的機能維持増進協定 介在する 有林も 体的 整備ⅥⅥ 公益的機能維持増進協定公益的機能維持増進協定（介在する民有林も一体的に整備）

ⅦⅦ 国民参加による森林整備国民参加による森林整備（森林環境教育の推進 等）
11
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●森林計画策定の仕組みと住民懇談会の位置付け

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

●地域管理経営計画等策定のプロセス

策定前年度 策定年度 1月頃 3月頃

約1ケ月 約2ケ月

現
行
地
域
管

次

期

地

域

計
画
（
案
）

次
期
地
域

計

画

公衆からの
意見(30日間)

次期地域管理経営

署

長
住
民

管
理
経
営
計
画

域

管

理

経

）
の
公
告
・

域
管
理
経

の

公必要に
応じて 行政・有識者の意見

次期地域管理経営
計画（案）の作成意

見

書

懇
談
会画 経

営
縦
覧

営表県・関係市町村、
地元関係者の
動向把握

現地調査等

行政 有識者の意見

国有林野施業実施計画も同じ

書会

意見を
聴取

＊国有林野施業実施計画も同じ

●住民懇談会の位置付け住民懇談会の位置付け

地域管理経営計画等の計画策定

◆さまざまな地域情報
◆多様な地域住民・関係者の意見を収集・反映

12

地域管理経営計画等の計画策定
手続き前に多様な関係者が一堂
に会する場を設定

◆多様な地域住民 関係者の意見を収集 反映
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●馬淵川上流森林計画区の特徴

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

●位 置：岩手県の北西部に位置し、八幡平を中心に馬淵
川 米代川の上流域と 北上高地の平糠 上外川流域川・米代川の上流域と、北上高地の平糠・上外川流域。

●計画区内の国有林

●特 徴：八幡平・岩手山をはじめ、安比高原など優れた景
観を有し、また、上流域として木材生産も発達している。

●計画区内の国有林
馬淵川・米代川・北上川等の源流部等

＝八戸・能代・石巻と県を越え流程が長く、農業・工業・
発電等に重要な水源地帯（水源かん養保安林が多い)帯 養
十和田八幡平国立公園や奥羽山脈みどりの回廊など
＝豊かな自然景観が保全された森が多い
特別天然記念物
＝焼走り溶岩流 平糠北限のイヌブナ等＝焼走り溶岩流・平糠北限のイヌブナ等

13 岩手山と焼走り溶岩流
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●馬淵川上流森林計画区の特徴

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

市町村名 市町村面積 森林面積 民有林 国有林 森林率
（％）

国有
林率（％） 林率
（％）

二戸市 43,031 31,215 26,901 4,315 74 14

八幡平市 86,225 68,782 23,265 45,517 78 66

葛巻町 43,499 37,054 36,297 757 85 2

軽米町 24,574 18,771 18,761 0 76 0

九戸村 13 405 10 078 10 078 0 75 0九戸村 13,405 10,078 10,078 0 75 0

一戸町 30,011 21,867 19,431 2,436 73 11

計 239,745 187,767 134,733 53,025 76 28

（参考）岩手県 1,527,877 1,174,467 786,131 388,336 77 33

14

国有林面積については平成23年4月1日現在

市町村面積は『平成22 i岩手県林業統計』より抜粋
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● 森林資源の状況1(国有林） 計画期間
平成21年4月 1日
平成26年3月31日

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

区 分
面積
（h )

材積
（ ㎥)

月

樹種別材積

25% 44%２０％区 分
（ha) （千㎥)

人工林 21,374 3,910

天然林 26,394 3,816

竹 林

25%

8% 

21%

9%

材
積

（
千

m
3） 23%

44%樹種別材積（千m3）

800

1,000

1,200

1,400

1,600

２０％

２２％ １８％

林地 竹 林 - -

無立木地 3,397 0

計 51,165 7,726
0

200

400

600

800

スギ ヒノキ カラマツ アカマツ その他N ブナ その他L

人工林齢級別配置

針葉樹 広葉樹人工林・天然林面積比率（ha）

４２％６％
31～50年生で約63％を占める

竹林, 0

無立木地, 3,397
人工林, 21,374

人工林齢級別面積（ha）

4,500

４２％６％

面
積

（
ha

）

天然林 26 394
500

1,000

1,500
2,000

2,500
3,000

3,500
4,000

15 齢級（５年で１齢級）

天然林, 26,394 0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
21

以
上

５２％
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● 森林資源の状況2（民有林） 計画期間
平成21年4月 1日
平成26年3月31日

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

区 分
面積
（h )

材積
（ ㎥)

月

樹種別材積

25% 44%
２０％

２２％
１８％

区 分
（ha) （千㎥)

人工林 59,200 15,342

天然林 71,184 11,043

竹 林

25%

8% 

21%

9%

3）

23%
44%

樹種別材積（千㎥）

3,000

3,500

4,000

林地 竹 林 - -

無立木地 4,349 0

計 134,773 26,385 材
積

（
千

m
3

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

材
積

（
千

㎥
）

針葉樹 広葉樹

0

スギ ヒノキ カラマツ アカマツ その他N ブナ その他L

人工林・天然林面積比率（ha）

59,200

0

4,349

３％
４４％

人工林
無立木地

71,184

５３％

天然林

16

５３％
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● 機能類型区分について（基本計画変更案）

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

● 機能類型区分に て（基本計画変更案）

公益機能重視の管理経営方針を一層推進するため、新たに、森林の機能に応じた5つタイプ
に区分し適切な施業の推進を図るに区分し適切な施業の推進を図る。

• 下層植生と樹木の根茎が発達し、
土壌保持能力の優れた森林

5 000Ha

山地災害防止タ
イプ 5,000Ha

• 原生的な森林生態系や希少な野生
生物の生息に適した森林の維持自然維持タイプ

12,000Ha

森林空間利用タ
イプ

・保健・文化・教育的利用の形態に応じ
た多様な森林イプ

• 汚染物質の高い吸着性や抵抗性快適環境形成タ

た多様な森林 7,000Ha

汚染物質の高い吸着性や抵抗性
のある樹種から構成される森林

快適環境形成タ
イプ

人工林の間伐や長伐期化、広葉樹の導入

17

水源涵養タイプ
人工林の間伐や長伐期化、広葉樹の導入
による育成複層林化による水源涵養機能

を第一とする森林 29,000Ha



Company Logo

● 計画区の伐採量 計画期間
平成21年4月 1日
平成26年3月31日

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

平成 年 月

●伐採量：

伐採種 計画量（立木材積㎥）

主伐 144,515㎥

間伐 587,120㎥

合計 731,635㎥

※ 実績のうち平成25年度分は予定量で計算

第3次計画伐採量

250,000

300,000

350,000

400,000

50 000

100,000

150,000

200,000

250,000
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高性能林業機械
による間伐

0

50,000

H21実績 H22実績 H23実績 H24実績 H25予定 平均計画量

主伐 間伐等 合計
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● 計画区の造林量 計画期間
平成21年4月 1日
平成26年3月31日

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

平成 年 月

●造林量： 作業種 計画量（面積Ha)●造林量： 作業種 計画量（面積Ha)

人工造林(新植） 468Ha

天然更新 36Ha

下刈 1,156Ha

つる伐・除伐 184Ha

合計 1,844Ha

コンテナ造林 アカマツ天然更新 緑の回廊整備

人工造林 天然下種 ぼう芽
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● 計画区のその他の事業量 計画期間
平成21年4月 1日
平成26年3月31日

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

計画区 そ 他 事業量 平成 年 月

林道等建設延長 治山施設延長

計画量 計画量

新設 69300m 保安施設（治
山ダム等）

25箇所
山ダム等）

保安林整備 1,348Ha

御月山林道新設

渓間工
大欠切沢1号谷止工

20
林道の開設 山腹の保全御月山林道位置図

大欠切谷止工位置図



Company Logo

● 管内の保護林 計画期間
平成21年4月 1日
平成26年3月31日

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

月

●保護林
原生的な森林生態系からなる自然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、施業及び管理技術の発展等に
資する とを目的として 区域を定め 禁伐等の管理経営を行う とにより 保護を図 ている森林

保護林名 特徴 面積
資することを目的として、区域を定め、禁伐等の管理経営を行うことにより、保護を図っている森林

②平糠イヌブナ植
物群落保護林

①夏氷山風穴植
物群落保護林

①夏氷山風穴植物群
落保護林

我が国を代表する貴重
な植物群落を保護する
ための森林

6.3Ha

②平糠イヌブナ植物群
落保護林

55.06Ha
落保護林

③八幡平植物群落保
護林

6,366.43Ha

④松森山御堂松植物
群落保護林

7.32Ha
群落保護林

合計 6,435.11Ha

イヌブナ雄花

21

④松森山御堂松植
物群落保護林

③八幡平植物

群落保護林

平糠イヌブナ植物群落保護林
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● 管内の緑の回廊 計画期間
平成21

年4月 1日

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

月
平成26年3月31日

●緑の回廊
野生生物の移動経路を確保し、生息・生育地の拡大と相互交流を促し、より広範かつ効果的な森林生態系の保全を

図 ている森林

名称 内容 面積(ha) 延長(km)

奥羽山脈

奥羽山脈沿いに約2kmの幅で、北は青森県の八甲
田山から、南は、宮城。・山形の蔵王周辺に至る
400ｋ 森林の連続性を確保し 動植物の保護や遺 73 000

400

図っている森林

奥羽山脈
緑の回廊

400ｋｍ森林の連続性を確保し、動植物の保護や遺
伝資源の保全を図り、生物多様性の維持に資する
森林です。

73,000

奥羽山脈緑の回
廊

八幡平植物群落

22

八幡平植物群落
保護林
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● 管内のレクリエーションの森 計画期間
平成2１年4月 1日
平成26年3月31日

東北森林管理局 岩手北部森林管理署
名称 特徴 箇所 面積（Ha)

自然休養
林

①松川自然休
養林

特に風景が美しく、保健休養
に適した地域

1 1,431Ha● 管内の クリ ションの森 月

●レクリエーションの森
国民の保健・文化的利用を積極的、計画的に推進するための森林

林

自然観察
教育林

②安比自然観
察教育林

小中学校の自然科学教育な
どに適した地域

1 958Ha

③焼走り自然観
察教育林

1 241Ha

②安比

自然観察教育林
④藤七

野外スポーツ地域

察教育林

野外スポー
ツ地域

④藤七野外ス
ポーツ地域

スキー場等のスポーツ施設
を設置する地域

1 72Ha

⑤安比・前森山 1 1163Ha⑤安比・前森山
野外スポーツ地
域

1

⑥大黒森野外ス
ポーツ地域

1 279Ha
⑥大黒森

野外スポーツ地域

⑤安比 前森山

野外スポーツ地域

⑦東八幡平野
外スポーツ地域

1 252Ha

⑧西岳野外ス
ポーツ地域

1 125Ha⑧西岳野外スポーツ地域

野外スポーツ地域

⑦東八幡平

野外スポーツ地域

①松川

③焼走り

自然観察教育林

23安比野外スポーツ林

①松川

自然休養林

安比自然教育観察林
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● 管内の特徴的な取り組み

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

①「技術開発を活かした低コスト林業」

天然更新を活用した牧草地の森林化① 稚樹の発生状況と市民参加の森づくり②

牧草地を森林に復元するため、通常の造林コストでは膨大な経費となる
ため、天然更新を活用し、低コストで郷土樹種による「森づくり」の技術開発

24

ため、天然更新を活用し、低 トで郷 樹種 よる 森 くり」の技術開発
を目指している。（約40～50％の経費を目標）
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管内の特徴的な取り組み２管 特徴

②「技術開発を活かした低コスト林業」

 コンテナ苗の実証試験① 多雪寒冷地における苗の改良等の検討②

コンテナ苗は、育苗管理の利点や、培地ごと植えることで活着率と初期
成長の良い点がメリットで近年普及しています。しかし、九州をはじめとし

25

成長の良 点 リットで近年普及して ます。し し、九州をはじめ し
た先進地と気象条件の違う、東北地方においては実証例が少なく、折れ等
の心配も有ることから、育林・育苗も含めた開発に取り組んでいます。
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● 管内の特徴的な取り組み３

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

「教育現場と連携した体系的な森林環境教育」

安代小学校の森林学習

ツールとしてのSPと田山小学校での
実験による教科との連携

(八幡平市 四角岳他)

(二戸市 子ども樹木博士)

26

次代を担う地域の子ども達とともに、教育現場と連携した森林学習に取り組み、
子ども達の「気づき・理解」から森林や地域～日本～地球の環境を学びます。



Company Logo

● 管内の特徴的な取り組み４

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

「民有林や民間の団体と連携した森林づくり」

民国連携した共同施業団地 あっぴ高原ふるさと倶楽部によるシバ
草原再生活動

 民有林と国有林で共同の施業団地（間伐や皆伐）を設定し、

(八幡平市・二戸市 )
草原再生活動

(八幡平市 あっぴ高原)

民有林と国有林で共同の施業団地（間伐や皆伐）を設定し、
林道や土場地の共用など相互の作業の効率化を図る。また、
シバ草原再生のため市民手作りの活動が行われています。27



Company Logo

● 新計画策定に向けての署（署長意見書）の基本的考え方

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

① 林業再生という課題の中での国有林の役割の発揮① 林業再生という課題の中での国有林の役割の発揮

●地球温暖化防止対策も含めた事業量の増加、
計画的な木材供給 民国連携した森林共同施計画的な木材供給、民国連携した森林共同施
業団地の設定、局内の准フォレスターによる市
町村森林整備計画の策定のバックアップ等、林
業再生に向け取り組みます

② 豊かな自然環境の保全管理

業再生に向け取り組みます。

② 豊かな自然環境の保全管理

●当計画区には、優れた景観を有する貴重な
天然林等が多数存在し、またクマタカ等の希少
野生動植物が数多く生息していることから、地
域住民、ボランティア、ＮＰＯ等とも連携を図り
ながら、その特性に応じた保全管理に努めま

28

ながら、その特性に応じた保全管理に努めま
す。
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● 新計画策定に向けての署（署長意見書）の基本的考え方

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

③ 山地災害の防止と病害虫対策の徹底③ 山地災害の防止と病害虫対策の徹底

●山地災害のおそれのある箇所には、適切な治山事業を計画し、
下流域の安全・安心の確保に努めます下流域の安全・安心の確保に努めます。

また、当計画区では、被害発生のない松くい虫等の病害虫対策

について、日常の巡視強化による早期発見、被害予防に向けた市
町村や民有林と連携した取り組みを行います町村や民有林と連携した取り組みを行います。

29

ヒメスジカミキリ山腹工
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次 代 に 引 き 継 ぐ 国 民 参 加 の 森 林 づ く り次 代 に 引 き 継 ぐ 国 民 参 加 の 森 林 づ く り

東北森林管理局 岩手北部森林管理署

国有林の森林計画づくりに地域の声を

次 代 に 引 き 継 ぐ 国 民 参 加 の 森 林 く り次 代 に 引 き 継 ぐ 国 民 参 加 の 森 林 く り

国有林の森林計画 くりに地域の声を
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林 野 庁 東 北 森 林 管 理 局

岩 手 北 部 森 林 管 理 署


